
自閉症・情緒障害特別支援学級自立活動学習指導案
指導者 ＊＊ ＊＊

習熟と活用について ・教師と個別に対話の練習を行うことで、会話のスキルを習得できるように
（本時） する。

・小集団でのクイズやゲームにおいて、そのスキルの活用を図る。

１ 題材名 気もちをつたえよう

２ 題材について
本学級は、児童８名が在籍する。本題材は３名の児童に対して行うものである。コミュニケーシ

ョンの要素を取り入れたクイズやゲーム等の活動を行うことを通して、言葉に対する興味関心を高
めたり、日常生活に必要な語彙を増やしたりして、「相手を見て聞く」、「相手に分かるように話す」
というコミュニケーションの基礎を養うことをねらいとしている。「変身ゲーム」のような友達の
様子をしっかりと見て気付いたことを他者へ伝える活動や、「スリーヒントクイズ」や「友達ビン
ゴ」のような双方向のコミュニケーションが不可欠な活動を楽しむことを通して、コミュニケーシ
ョン力の向上を目指したいと考え、本題材を設定した。
指導にあたっては、「見る」「話す」「聞く」に分けてスキルの習得を目指す。児童の個別のニー

ズを意識し、児童のよさが生かせるような意図的な交流の場面の設定や教師の声かけの工夫をした
い。また、ゲームを行うにあたっては丁寧にルールを確認し、会話の仕方を教師と個別に練習し、
友達とクイズやゲームにおける協働学習がスムーズにできるようにしたい。クイズやゲームを通し
て、言葉でわかりやすく説明したり、相手の立場になって考えたりする経験を積むことで、今後の
日常生活でも生かせるようなスキルが高められることを期待したい。自立活動の時間だけでなく、
国語科との関連も図り、ミニスピーチや話し合い活動を通してコミュニケーションスキルを高めて
いきたい。

３ 児童の実態と個別目標
氏名 実 態 題材の目標

・他者に自分の考えを素直に言葉で伝 ・クイズやゲームを通して友達と楽しく関わ
Ａ児 えることをためらう時がある。慣れ ることができる。 【3-(1)】

た人には、身近な出来事や好きな事 ・相手を意識して話を聞き、自分の考えを伝
については話せる。普段から、教師 えることができる。 【6-(2)】
やＢ児、Ｃ児と楽しくコミュニケー
ションを取れるようにし、授業にリ
ラックスして参加できるようにして
いく。

・新しい環境に慣れるのに時間がかか ・クイズやゲームを通して友達と楽しく関わ
Ｂ児 る様子が見られる。まずは、話しや ることができる。 【3-(1)】

すい友達や職員と交流し、徐々に少 ・相手に自分の考えを伝えることができる。
人数の学習に参加できるように励ま 【6-(1)】
していく。

・気持ちの切り替えに時間がかかる。 ・クイズやゲームを通して友達と楽しく関わ
Ｃ児 興味のあることには集中して取り組 ることができる。 【3-(1)】

む。他者の心情に共感性が低い様子 ・相手を意識して話を聞き、自分の考えを伝
が見られる。教師が他者の気持ちを えることができる。 【6-(2)】
代弁したり、本児の言葉を補ったり
して、友達とのコミュニケーション
が円滑にいくように支援にあたって
いる。

４ 指導計画と評価（６時間扱い）
次 時 主な学習内容・活動 評 価

A児 B児 C児
・ゲームのルールや進め ・ルールを守り、 ・ルールを理解し ・ルールを守り、

１ 方を理解して楽しく活 友達と仲よく活 友達と楽しく活 友達と仲よく活
２ 動する。 動することがで 動することがで 動することがで

１ ３ きる。 きる。 きる。
・聞き方や話し方のスキ ・最後まで話を聞 ・最後まで話を聞
ルを学ぶ。 き、自分の考え き、自分の考え

を伝えることが を伝えることが
できる。 できる。

１ ・ルールを守って、ゲー ・相手を意識して ・自分の考えを相 ・相手を意識して
２ ムに取り組む。 話を聞き、自分 手に伝えること 話を聞き、自分

２ (本時) ・相手を意識して伝え合 の考えを伝える ができる。 の考えを伝える
３ うことを学ぶ。 ことができる。 ことができる。



５ 本時の指導
（１）個別目標

Ａ児：〇相手を意識して話を聞き、自分の考えを伝えることができる。 【6-(2）】
Ｂ児：〇相手に自分の考えを伝えることができる。 【6-(1)】
Ｃ児：○相手を意識して話を聞き、自分の考えを伝えることができる。 【6-(2)】

（２）準備・資料
学習課題や流れの提示板（ホワイトボード）、身近な装飾品（変身ゲーㇺ用）、
ワークシート（スリーヒントクイズ、友達ビンゴ用）、振り返りカード

（３）展開
教師の指導・支援と評価（◎評価）

学習内容・活動 ◇習熟と活用について
全 体 Ａ児 Ｂ児 Ｃ児

１ 本時の学習課題と ・見通しをもって学 ・授業の中で分 ・授業の流れ ・教師に注目
内容を確認する。 習できるように課 からない事が が分かった して話を聞

題と学習の流れを あれば気軽に か、個別に くよう、言
気もちをつたえよ 掲示して確認する。 質問するよう 確認する 葉かけをす
う。 励ます。 る。

（１）変身ゲーム
（２)スリーヒント

ゲーム
（３)友達ビンゴ

２ ゲームを行う。 ・教師が例題を出し、 ・教師とデモン ・教師とＡ児 ・教師とＡ児
（１）変身ゲーム 手本を示すことで、 ンストレーシ のデモンス のデモンス
・友達の様子につい クイズに関心がも ョンを行う。 トレーショ トレーショ
て変わった点を言 てるようにする。 ンを見る。 ンを見る。
う。

・変身ゲームを行う。 ・友達と変身ゲ ・友達と変身 ・友達と変身
ームを行う。 ゲームを行 ゲームを行

う。 う。

（２）スリーヒントク ・教師が例題を出し、 ・教師の例題に ・教師の例題 ・教師の例題
イズ クイズに関心をも 堂々と答え に友達と相 に関心をも

・ルールを確認して って取り組めるよ る。 談して答え ち、答える。
教師の例題に答え うにする。 る。
る。

・クイズ作りをする。 ・教師と一緒に ・教師と一緒 ・例題を参考
考えながら、 に考えなが にして、ク

・教師と個別に対話 ・教師と個別に対話 クイズを作れ ら、クイズ イズを作れ
練習をする。 の練習をし、児童 るようにす を作れるよ るようにす

が自信をもってク る。 うにする。 る。
イズに取り組める
ようにする。 ◇教師と個別に対話の練習を行うことで会話

・交代で出題し、ク ・交代で出題するこ のスキルを習得できるようにする。小集団
イズに答える。 とで、自分の役割 でのクイズやゲームにおいて、そのスキル

を明確にして、参 の活用を図る。
加意識が高められ
るようにする。

・相手を意識した顔 ◎相手を意 ◎相手に自 ◎相手を意
の向きや声の大き 識して話 分の考え 識して話
さを助言していく。 を聞き、 を伝える を聞き、

自分の考 ことがで 自分の考
えを伝え きる。 えを伝え
ることが （ワークシー ることが
できる。 ト、観察） できる。

（ワークシー （ワークシー
ト、観察） ト、観察）

・ビンゴゲー ・ビンゴゲー
ムのルール ムに意欲的



（３）友達ビンゴ ・黒板に提示された ・ビンゴゲーム を理解でき に取り組め
・ルールを確認し、 カードを使い、ビ のルールを理 たか確認を るよう、声
ビンゴゲームを行 ンゴを行う。カー 解できたか確 する。 かけをする。
う。 ドには本学級の児 認をする。

童の好きなものに
ついて書いておく。

３ 学習を振り返り、
まとめをする。

（１）振り返りカード ・よかったところや
に感想を書く。 頑張ったところを

称賛し合い、次時
（２）感想を発表する。 の学習に意欲がも

てるようにする。

（３）次時の学習内容
について伝え、
見通しをもたせ
る。



かいものの しかたに ついて
（アンケート）

名まえ

１ お金の しゅるいが わかりますか。

２ ひとりで かいものが できますか。

３ よくいく お店は どんな おみせですか。
だれと いきますか。

４ お金のけいさんについて


